
【取組内容①】 学び方のスキルについて

様式Ⅰ-1

学び方のスキルとは、児童が自律的に学び、能動
的に学び続ける力につなげるために必要なスキルの
こととしている。このスキルを、個別最適な学びの
スキルと、協働的な学びのスキルの２つに整理した。
個別最適な学びを「学習の見通し」「めあて（課
題）設定」「学習の進め方」「振り返り」に分類し
た。協働的な学びのスキルはコミュニケーションで
ある。

能動的に学び続ける力に繋げる
「学び方のスキル」

学びの姿のイメージを
児童と共有する

クラウド上で「学び方のスキル」を共有し、
共通理解を図る。どんな学び方のスキルを意識
するのか、どんなスキルを発揮する姿を目指す
のかを児童と教師が明確に持っておくことが重
要である。
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【取組内容①】 学び方のスキル育成に向けた共通実践

様式Ⅰ-2

学習過程を黒板やホワイトボード、Google Classroom上に提示し、児童と教師が学習の流れを共通

理解する。学習過程を共有することで、課題解決に向けた見通しが明確になる。また、学習過程を
明確にすることは、児童の自律的な学びを支え、深い理解へと繋がる。ゴールの姿や見方・考え方、
課題解決のポイントなどを共有することもある。

学習過程を意識する（させる）
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【取組内容①】 学び方のスキル育成に向けた共通実践

様式Ⅰ-2

「学び方のスキル」を育成するために、アナログとデジタルの両方を組み合わせた工夫を行って
いる。アナログの取組では、机の上にプリントを貼って、いつでも目にすることができるようにし

ている。デジタルでは、クラウド上に「学び方のスキル」のチェックシートを作成し、児童自身が
自己評価できるようにしている。アナログとデジタルを組み合わせて学び方のスキル表を提示する
ことで、より効果的に「学び方のスキル」を定着させる取組を行っている。

アナログとデジタルで
学び方のスキルを共有する
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【取組内容①】 学び方のスキル重点項目の設定と振り返り

様式Ⅰ-3

教師が「学び方のスキル」の育成に関する月別の重点項目を毎月設定し、校内研修の中で振り返り
を行っている。
主な内容は、学年別目標、教師の具体的な手立て、振り返りの3点である。スキルの項目を設定する

だけでなく、スキルのイメージや活動内容、手立てを協議し、より具体的な授業改善に繋がるように
している。また、振り返りを重視している点も特徴である。取組の効果を検証し、改善につなげるた
めの仕組みを設けている。
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教師が毎月
重点項目の設定と振り返り



【取組内容①】 学び方のスキルの定着度

様式Ⅰ-4

「一人学びや学び合いを自分で決めたり、調整したりしながら学習を進めることができます
か。」という質問に対して全学年で90%以上の児童が、「いつもできる」か「だいたいできる」
と回答している。学年ごとの比較: 低学年、中学年、高学年ともに、概ね同様の傾向を示してお
り、多くの児童が学習の進め方を自分で決めたり調整したりできるようになっている。
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【取組内容①】 教科の理論を学ぶ

様式Ⅰ-5

児童が主体的に学ぶ中で、教科の本質
に近づいていけるよう、各教科の理論を
教師間で共有し、教師の役割について考
える時間を設定した。

問いの立て方、見方・考え方、学習過
程（課題設定～まとめ・表現）の回し方
の例を共有し、具体的な授業イメージや
教師の手立てについて全職員で考えた。

職員による
教科理論の共通理解

国語科、算数科、社会科の
理論をスライドで説明＋共有
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【取組内容②】 情報活用能力の育成

様式Ⅰ-6

「私たちと情報」で
情報活用能力の育成

実態に合わせて
情報活用能力育成の時間を確保

情報モラル、アプリ活用、タイピング
スキルについては、継続的に指導

動画を使用した
情報モラル教育
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【取組内容②】 情報活用能力の育成

様式Ⅰ-6

毎週金曜日の朝自習の時間に「タイピングタイム」を設定した。タイピングソフトを使い、
月一回、フォームで打数を集計している。ICT支援員に記録集計のシートを作成していただい

た。シートには、打数だけでなく、伸び率や各クラスの平均、各月の変容、グラフなど様々な
情報が集約されており、児童の様子が非常に把握しやすくなった。
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【取組内容④】 情報の一元化と汎用アプリケーション活用

様式Ⅰ-7

職員へのお知らせ（フォーム） 各種アンケートフォームによる情報共有

フォームとchat・カレンダーの連携 その他アンケートフォームの活用

サイト「職員HP」に情報を一元化

職員サイトを作成し、情報の一元化を行った。職員が出勤してから毎朝確認を行うページも作成し、情報共有の漏
れがないようにしている。具体的には、職員へのお知らせの発信や閲覧、各種フォーム（遅刻欠席児童、補欠指導計
画、校外指導計画など）、校内研修、行事等の計画、年休確認などの情報が集約されている。
フォーム、chat、カレンダーなど、アプリを活用した情報共有については、クラウド上でやり取りが行われ、アプリ

間の連携も図っているため、「いつでも、どこでも、だれでも」という、クラウドの良さを職員は感じている。校務
におけるアプリ活用は、業務の効率化だけでなく、授業における端末活用のイメージの具体化にも繋がっている。
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【取組内容④】 校務改善の成果と課題、改善策

様式Ⅰ-8

サイトを活用した情報の一元化やアプリ活用の充実によって、様々な面で業務の効率化が進んでいる。職員へのア
ンケート結果からも、在校時間の削減や授業への利活用に繋がっていることが分かる。

課題点は大きく分けて、共有する情報の質と量のバランス、職員の活用スキルアップに向けた人材の確保と活用、
セキュリティやシステム運用の仕方の整備などが挙げられる。これから、研修の充実やルール作成、活用事例の共有
など、改善策を講じていく必要がある。

超過勤務時間平均の推移

校務改善の今後の改善策ICTを活用した校務改善の課題

校務にICTを活用していること（経験が）
授業に活かされていますか？

ICTを活用して校務に取り組むことによって、
在校時間は短くなりましたか？
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